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1• はじめに

かつて筆者は、犬上郡域を中心に出土する「いわ

ゆる甲良護J(以下では記述の使を図るため、単に 

γ甲良護J と呼称する)についての報告と若干の検

討を行った(重関1997 以下では前論と呼称する)。

発表後、多くの方々から御批判いただくとともに、

資料の増加が見られた。また、平成12年度に

物再収納業務の中で、報告書非掲載資料を中心にコ

ンテナ数約1，500箱の遺物を実見する機会を得、過

年度の滋賀県教育委員会調査資料中に「甲良饗」に

類似する護類を見出す事ができた。資料を実見する

中で、古代末のタタキを施す護には地域ごとの差異

があり、また同時期の煮炊具の様相にも多様性が見

受けられ、その分布もほぼ近江の全域に広がること

が判明した。前論で一括して「申良薬J と呼称、した

にさらに検討を加える必要を痛感するに至ったの

である。本論では、現時点での古代末の「在地蔵タ

タキ議J を中心に、同時期の煮炊具について滋賀県

内の資料報告を行うとともに、若干の考察を行いた

し'0 

2.型式の設定

古代末において、成形にタタキを用いる土師器護

は、平安京内をはじめ、幾つかの地域で見られる。

近江を例にとっても、後に見るようにそのほぼ全域

に分布するとともに、地域的な差違がみられる。

「甲良護J の名称、は前論において便宜的に用いたも

のであり、かような状況には適切な名称、ではない。

本論は対象地域を「近江J に限定するものであるか

ら、他地域の資料との判別を図る上であくまでも

「在地的なものJ としての性格を明示する意味で、

「近江における在地産土部器タタキ饗J(以下では在

地産タタキ饗と呼称する)を対象として論を進める

ために、便宜上の型式を設定しておきたい。名称、は

各型式において分布の中心を為す地域名(具体的に

は明治12年段階の!日郡域と名称(滋賀蘇各都発行の� 

j い� Jい

間

郡誌(明治 12~ 14))を用いる。

伊香型護 口径が20cmを超える中腕のもの(以下

では「護J と呼称する)と� 12cm前後を測る短胴のも

の(以下では「ノ}，議J と呼称する)に器種が分化して

いる。在地産タタキ小撃は、伊香郡のみに分布する

特徴を持つ。議は、日縁部が軽く受け口状を呈する

ものと、口縁端部を立ち気味につまみあげる二種が

ある。胎土は犬上型護に比して長石粒など含む荒い

もので、色調は淡黄出色を皇する。伊香郡井口遺跡

群に見られる。

坂田型護 口径12cm前後を測る中胴のもので、口

縁端部は軽く内管し、頚部に顕著なヨコナデが見ら

れる。タタキは下半部のみに施されるものが多い。

胎土には雲母を含み、色調は茶褐色を呈する。坂田

郡東半、山東町を中心に分布する。

前論での「甲良護J で、犬上郡東半を

中心に分布する。

犬上型との相違は、一部に内面に関心

円状の当て具痕跡が残るものが見られること、口縁

部がかるく受口状を呈すること、色調が淡褐色を

するものであることが挙げられる。神崎郡建部遺跡

群を中心に分布する。

成形に平行タタキを用いる点に特徴が

見られる。犬上型に比して長石やチャートなどから

成る砂粒を多く含み、色調は淡褐色を呈する。高島

郡の一部に見られる。

ここで、以下の論を進めるにあたって、さしあた

り必要となる用語および依拠する年代観について述

べておく。

対象地域における前代の了近江型護J を中心とし

た煮炊兵からの系譜を引くものを「近江型系議J • 

γ近江型系小讃J(畑中1996b)、閉じく前代において

湖1菊地域に盛行した「湖南護J に伴う煮炊具(畑中� 

1996b)を勺胡高系議J、北陸地方で古代末に盛行し

た煮沸具に類似したものを「北陸系護J(北野1996)

と記述する。出然、これらの系譜は本論で便宜上用� 
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いるもので、それ自身さらに検討されるべき必要が

ある。また、大和や山城といった県外での出土例が

散見されるが、本論においては滋賀県内における出

土例のみを対象とする。さらに、検討可能な資料に

ついては供繕具についても検討し、本論の中心であ

る煮炊具とあわせて考察して行きたい。

遺物の形式と年代観は、須恵器や土師器供践具に

ついては「都城の土器J 1 ~ 3、施紬陶器について

は「古代の土器研究 一律令的土器様式の躍。東 3

施穂陶器一」の尾野善裕氏による東海産施稀陶器の

編年(尾野1992)に、同氏の修正編年(尾野1997)を加

味して判断した。また、近江における 8世紀代の煮

炊具は、管見での資料観察に加え、 「古代の土器 4

煮沸具J 近江(畑中 1996b)に依拠する。 

3関分帯状況

本章では、管見で在地産タタキ警の出土が認めら

れた地域を!日郡ごとに記述していく。なお、在地産

タタキ察の出土例の見られなかった甲賀郡について

は本論では触れていない。

(1)伊香郡@浅井郡

①概要伊香郡15遺跡、浅井郡13遺跡出土遺物の

一部を実見した。このうち、在地産タタキ議の出土

が報告されているのは、 4遺跡(井口@柏原@柏原

北@黒部長野古墳群)である。今回、新たに出土が

確認できたのは、保延寺@大海道@今西@平崎@満

願寺の 5遺跡で、あわせて 8遺跡において確認でき

た。このうち、井口遺跡と柏原遺跡では、柏原北遺

跡出土資料と合わせて遺跡内で竪穴住居出土資料を

中心に編年を行っている(報告者の意向を反映し、

以下では井口遺跡@柏原遺跡@柏原北遺跡の 3遺跡

を「井口遺跡群 l と呼称する)。この中で、

タタキ撃。小護両者が第 9~ 以

下省略)における煮炊具の中心器種と

代としては第 9~ 期を共伴する東海産施紬陶器を

中心とした供膳形態の土器群から第 9期を 9世紀前

半、第10期を 9世紀後半、第11期を 10世紀初頭と想、

している。特に、伊香型護@小護の共伴関係が 5

世紀初めに出現したとされ、第10期に位置付けられ

るK14. K31型式段階の灰穂碗@盟に先行するもの

とされている。

また、黒田長野古墳群第 l号墓における遺物の共

伴関係からは 9世紀後半の年代が想定されている。

②検討 ここでは、検証可能な井口遺跡群につい

て検討を行いたい。

今回、筆者は井口遺跡群出土遺物のうち報告書非

掲載土器を実見する機会を得、これらの資料から報

告の再検証を行った。その結果、前述の伊香裂撃の

存在と、前論中の犬上型議との差異を認識するに

至った。以下では実見できた資料について概要を述

べていきたい。

「近江型系議J は、須車、器杯A.B.G、杯蓬B 

L 土師器杯A、回転台土師器杯との共伴例が多く、

若干ではあるが土師器碗A、lIIlA、黒色土器杯や K 

14 . K31型式段階の灰稀碗との供{半例が見られた。

伊香裂護は、 K14・K31型式段階の灰紬碗@鹿と

の共伴例が少数見られ、 053型式段階以降の灰粕@

緑粕碗@皿、 「近江産J 緑粕碗・皿、回献台土師器

との共伴例が非常に多い。また、伊香型護・小奮が

ともに共伴する例が各時期を通して非常に多く見ら

れ、 r近江型系議J や鍋が少数見られた。

逆に、山茶碗小盟や近江産黒色土器碗との共伴例

は少なく、少数ながら羽釜との共伴例が見られた。

これは、調査区全体において当該期の資料が少ない

ことに起国する可能性がある。

以上の概況を、報告者の編年観と合わせるならば、

第 l期から第 8期までの期間はほぼ γ近江型系議J

の煮炊具が主流となり、第 9期と第10期において

「近江型系議J と伊香型譲が措抗し、第11期から第 

16期までの期間は伊香型繋が主流となるが、

においては「近江型系議J.鍋が、第12期から第16

期には守乙陸系護」が、これを檎完する形で少数見

られる。第17期からは、伊香型護と羽釜の供伴伊uが

られ始めるが、輸入磁器の出現期とされる

られなくなり、羽釜が主流となっ

ていく。

以上の状況から、井口遺跡群において伊香型議は、

報告者の年代観に照らし合わせると、 9世紀に出現

し、 9世紀後半から煮炊具の主流となり、 11世紀前

半まで使用されていた、といえよう。ただし、その

終末期については検討資料数が少なし可能性の域

に評価を留めておきたい。また、この地域において 
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千{醤供遺跡群

数字は表� 1に対応

図� 1 近江における在地産タタキ護出土地点図� 
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も、伊香型護は「近江型系饗」と製作技術において

連続性は見られない。

伊香型寵の出現期は、前述のように東海産施紬陶

器の檎崎彰一氏の編年に依拠している。しかし、前

述したように本論で依拠する東海産施稀陶器の年代

観によれば、 9世紀後半とするのが妥当であろう。

日遺跡群における古代末の煮炊具の様相は、伊

香@浅井両郡の全域に一般的なものであろうか。以

下では、伊香@浅井両郡における煮炊呉の流れを概

観してみたい。実見できた資料の中では、井口遺跡

群に比較しうるものとして北野 A遺跡と保延寺遺

跡@大海道遺跡を挙げることができる。ここでは、

少量あるいは全く伊香型護は出土しておらず¥ 「近

江型系議」が 9世紀後半代まで残り、その後「北陸

系婆J の煮沸具に変化しており、伊香型饗は主要な

煮炊具に用いられていない。

③小結井口遺跡群において、 r近江型系議」か

ら伊香型護への変化という 9世紀後半代の「大きな

変化J が見られた。

しかし、この状況は、現在の調査資料においては

当該地域の一般的状況とは言えない。保延寺遺跡や

大海道遺跡では「北陸系翠J が煮炊具の主流を占め

て伊香型議は客体的な印象を受けるし、今西遺跡と

早崎遺跡では犬上型護の出土を見ている。実見でき

た資料では、 9世紀代に γ近江型系議」から「北陸

系護J へと煮炊具が変化する遺跡が多いように見受

けられる。

ここでは、井口遺跡群においてのみ認めうる変化

であるという点に注目しておきたい。 

(2)坂田郡

①概嬰  44遺跡出土遺物の一部を実見した。これ

らの中で、新たに出土が確認できたのは、法勝寺、 

宣言、援木百坊、新庄馬場11大辰巳、鴨問、大東、今}

の 7遺跡で確認、できた。さらに上記遺跡以外に、在

地系タタキ饗の出土が報告されているのは、小饗 2

点が土壊から出土している御墓遺跡と大成亥遺跡で

ある。

御墓遺跡を除いて、出土例はいずれも縮片で、か

つ犬上型議である。このうち、出土点数が十点を超

えるのは法勝寺遺跡と鴨田遺跡である。

②検討 法勝寺遺跡では、約20点を確認したが、

いずれも包含層出土資料であった。また、御慕遺跡

出土例は、須恵器杯 B.蓋、土師器杯・皿・査と在

地系タタキ護 2点が共伴している。須恵器杯 Bの形

状から、 9世紀後半のものと報告されている。報告

されていない綿片資料において、在地産タ

タキ護の体部を見出した。この際、前述のした坂田

型護の特徴を見出したが、管見では 3点のみを確認

したに留まる。

鴨田遺跡 L区 S R-lは、第 2層中より出土した

多量の祭詑関連遺物と壊状遺構で著名である。

構ではそ に当たる第 1層において犬上型護の

縮片が 5点が出土している。この層中の出土遺物は、

報告者によると 8世紀後半から 9世紀前半と、年代

幅がみられる。実見し得た資料では、 r近江型系

言語j が煮炊具においてが大半を占めていた。また、

供繕呉では K14 • K31型式段階の東海産施稀陶器碗

し、須恵器杯 B、国転台土師器均く

が多数出土している。管見では回転台土師器杯が数

に多数を占めていた。報告者の遺物の年代観は、

東海産施稀陶器に関しては檎崎氏の編年に依拠して

いると思われるが、本論では流路の埋没年代を 9

紀後半とし、犬上型護の年代観に矛粛しないものと

考える。いずれにせよ、鴨田遺跡においては犬上型

護が煮炊具の主流とはならない、と考えるのが妥当

であろう。

③小結 坂田郡においては在地産タタキ護が煮炊

具の中では客体的なものにとどまり、それは犬上郡

付近より搬入されたものと考えるのが妥当である。

ただし、坂田郡の東半地域では、現在の山東町を中

心に坂田型繋が多量に出土しているという意見があ

る。

古代末における坂田郡内の土器様相は、現時点で

は良好な資料に恵まれず、不明な点が多い。今後、

資料の増加を待って、改めて検討すべきであろう。 

(3)犬上郡

①概要  23遺跡の出土遺物の一部を実見した。こ

れらの遺跡を含めて、犬上型護の出土が報告されて

いるのは、前論で挙げた 10遺跡(四手、久穂、木曽、

多景島、竹ヶ鼻・品井戸、下之郷、北落、尼子、尼

子南、法養寺)、新たに尼子商遺跡で出土が報告さ

れ、さらに今回確認した 7遺跡(彦根城(城下町)、 
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松原内湖、妙楽寺、四十九院、在士北、小川原、雨 (ヰ)愛知郡

降野)と、あわせて18遺跡において確認できた。

②検討 当地域で出土した犬上型讃については、

前論で検討した見解を大きく変えるものではない。

以下では、数量的に比較的まとまった出土状況で、

且つ時期比定の可能な� 3遺跡の資料について検討し

たい。

木曽遺跡� J区S D02は、第� l層に11から12世紀代

の遺物を包含し、第� 2層には灰紬碗。血と多量の犬

上型護破片、スサ入り焼土塊や炭化物、数点の椀形

淳を包含するものである。第� l層では、供鰭具は土

師器血@大皿、出茶碗小血@灰粕陶器碗を中心とし、

少量の黒色土器碗を含む。煮炊具は瓦質羽釜が� 2点

した。第� 2層では供膳具はベンガラにより赤彩

した回転台土師器杯が主体となり、若干の須恵器杯� 

B、053形式段階の灰稀碗@皿がこれを補完する構

成をとる。煮炊具は、大半は犬上型議の破片であり、

少量の「近江型系小護」で構成される。また、日区� 

S E 1からは、� 12世紀代の多量の京都系土師器聞と

山茶碗小盟。脚付羽釜が出土している。

尼子酉遺跡SB14掘方からは、ベンガラにより赤

彩した回転台土師器均二と犬上型饗の共伴例が報告さ

れている。

妙楽寺遺跡において、包含層中からは、� K14. K 

31型式段階の灰紬碗@血が少量出土していると

されている。しかし、今回再検討したところ、同層

の様相は、供鰭具では土師器皿、赤彩した回転台土

師器杯を中心とし、� 10世紀代の灰稀碗@皿、少量の

「近江産J 緑紬碗と少量の黒色土器碗が補完する状

況にあると分かつた。煮炊具では犬上型繋が多く、

「近江翠系小護」の破片が見られる。

わずかな例であるが、前論で犬上型讃の分布の中

心と位置付けたこの地域は、� 10世紀を中心に犬上型

と「近江型系小議J のセット関係が煮炊具の主流

にあると考えておきたい。犬上型護から羽釜への移

行は、木曽遺跡目区� SE1を評価するならば12世紀

を一つの定点と考え得るにとどまる。

③小結 以上見てきたように、煮沸具は10t世紀を

中心とする時期に犬上型護と「近江型系小護J の

セット関係が主流となると考えられる。

①概要� 13遺跡出土遺物の一部を実見した。前論

で挙げた畑田廃寺遺跡に加え、今回、新たに� 5遺跡

(塔之塚廃寺、野々自廃寺、毛入堂、自加田廃寺、

大間寺)において確認できたので、あわせて� 6遺跡

より出土していることになる。毛入堂、自加回路寺、

大関寺の各遺跡からの出土は、包含層資料や表採資

料で、いずれも犬上型護10点前後である。

②検討 ここでは、出土状況の良好な� 3遺跡につ

いて検討する。

塔之塚廃寺では、� 50点以上の在地産タタキ翠を確

認した。その内訳はおおよそ犬上型護� 8に対して神

崎型護� 2の割合であるが、その大半が包含層出土の

ものである。遺構内での出土が確認できたのは、

域を顕する大溝(A区SD 1)と南西門掘方からの出

土例である。� A区SD1からは、大きく上層と

に分けて遺物の取り上げがなされている。下層から

は、多量の瓦とともにK14. K31型式段階から� 053

型式段階の灰紬碗@皿、黒色土器碗、須恵器杯Bと

須恵器壷M、須恵器護、回転台土師器杯ととも

に15点の犬上型蓄の破片と「近江小護系J の破片が

出土している。麗瓦類には、軒丸瓦湖東B立@湖東� 

D.湖東F(重岡1997)が見られた。上層には多量の

瓦とともに15世紀までの土器が雑多に出土している。

また、南西内は調査区内で� 3間X2間分が確認され

る掘立柱建物で、掘方に軒丸瓦j鵠東Dと須恵器杯B、

須恵器議、回転台土師器とともに、犬上型護と「近

江型系小翠J の破片が出土している。

野々日廃寺では、� 50点を超える在地系タタキ護の

破片がおよそ犬上型護� 7に対して神崎型讃� 3の割合

で出土しているが、大半は包含層出土のものである。

出土遺構が特定できたのは、� A区の瓦謡、寺域を面

する南北溝の� SD1. SD2の3例jである。� 

A区瓦� j留は、遺物の大半を瓦が占められているが、

少量の土器が共伴して出土している。出土した土器

は、須恵器均二Bと蓋、同議体部片、灰穂碗(053型

式段階、� γ近江産J 緑粕碗、回転台土師器杯と、� 18

点の犬上型き語、� 3点の神崎型護、 「近江型系小讃J

である。� SDlおよびSD2についても悶様の傾向

を示す。

畑田廃寺では、� 80点を超える� 8に対-して� 
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神崎型議� 2の割合で在地系タタキ護の破片が出土し

ているが、大半は包含層出土のものである。出土遺

構が特定できたのは、第� l地区� S D01、第� 2地区工� 

2、S K17、S K20、S K21、基壌北面瓦i留、東

外工区竪穴住居� S BI01、Aトレンチ� S D30である。

このうち、出土遺物の豊富な� S K21と竪穴住居SB 

101について検討を行いたい。� 

S K21では、須恵器杯A.B.Gと杯蓋@碗@

血・鍋@壷む� .L、緑稀陶器耳皿、回転台土師器杯

の出土が報告され、遺構の性格l土、連続する土抗S 

K22 .23とともに塵芥処理用土坑とされる。管見で

は、出土遺物中に須恵器小型盤.K14 . K31型式段

階の東海産縁紬血@灰稀碗が少量と、� 053型式段階

の灰稀碗、 国車去台土師器杯、� 10点を超える犬

上型饗の破片と、 「近江型系小翠J の破片が多数見

られた。報告者は須恵器杯蓋(杯肢に伴う蓋)と須恵

器杯Bを評価して、土坑群の埋没年代を� 7世紀後半

に求めているが、かような遺物の出土状況からみて� 

10世紀前半に求めるのが妥当であろう。土坑から大

に出土した瓦の年代観からも、この見解がより適

したものといえる。

次に、竪穴住措� S B101について検討する。報告

では、須恵器杯Aの出土をもって、� 7世紀第� 4四半

期に位置付けている。しかし、カマド前床面出土の

須恵器杯輩。犬上型護.� i近江型系小饗J、および

住居跡内北よりにある土坑出土のK31型式段階の灰

稀11ll.犬上型議� @γ近江型系小護J の出土から、本

遺構の埋没時期は� 9世紀後半に求められると考える。

遺構埋土中からは須恵、器均二A.Bが少量と、� 053型

式段階の灰紬碗、回転台土師器杯、犬上型薬、 「近

江型系小婆j が出土している。

他に注目すべき資料としては、遺構名不明の土坑

から「南河内型饗J と神崎型言語@土師器高杯@回転

台土師器均く@黒色土器均二の一括出土例があげられる。

また、包含層資料中に、 「南河内型議j の破片を少

と、回転金成形の讃� 1点が見られた。

以上の状況から、畑出廃寺における煮炊具は、� 9

世紀後半から犬上型護と� r近江型系小議」を主流と

したもので、神崎型藻と「南海内型護J等の搬入土

器がこれを諦完する状況を想定できる。

③小結� 3遺跡について出土土器を概観したが、� 

いずれの遺跡も古代寺院あるいは豪族居館に比定さ

れる遺跡である。煮炊具に比して供繕具が比較的多

い状況は、遺跡の性格に起国する可能性がある。こ

こでは、いずれの遺跡においても� 10世紀における煮

炊具の中心は犬上型棄と「近江型系小議J のセット

であり、これを神崎型繋が諦完するものであった。

畑田廃寺の事例から、これら煮炊具の出現時期を� 9

世紀後半に求めるのが現時点では妥当である。

j，_:I、上のような状況は愛知郡全域に一般化できるも

のだろうか。実見した資料においては、概ね同様の

傾向を示している。しかし、資料的な制約もあるた

め、ここでは上記の傾向を指摘して今後の調査研究

に委ねたい。� 

(5)神崎郡

①概要� 22遺跡出土遺物の一部を実見した。前論

で挙げた出路遺跡に加え、今回、新たに12遺跡(斗

西、駄光寺、伊庭(高木)、南須田(五十)、中沢、建

部日吉、建部大塚古墳群、建部城、浅前、建部北町

古墳群、建部下野、� JII合寺)において出土しており、

あわせて13遺跡において出土を確認できたこととな

る。なお、建部日吉、建部大塚古墳群、建部城、浅

前、建部北町古墳群、建部下野の各遺跡は、古墳時

代後期から中世の遺構が重複する状況にあるため、

本論ではこれを「建部遺跡群」と呼称する。

神崎郡西半(現在の能登川町域)の� 5遺跡と、前論

であげた出路遺跡は、いずれも犬上型護の縮片が出

したものである(実見資料では、神崎郡西半の煮

炊具は、� 8世紀代は「近江型系護j が主流となって

いる。� 9世紀代も同様に「近江型系議」の煮炊具が

主流となるが、若干量の「湖南系議J が含まれるよ

うである)。出土を見た犬上型蜜は、出土点数から

見て容体的なものであると考えている。また、� JII合

寺遺跡では数点の神崎型護細片を確認したものの、

いずれの遺跡も出土状況にも恵まれないため、ここ

では資料確認を報告するに留める。以下では、建部

遺跡群について検討したい。

②検討建部遺跡群において、神崎型護の出土は

報告例はない。しかし、今泊50点を超える出土例を

確認できた。ただし、出土遺構や出土状況が不明で

あるため、議の形状や分布状況は、管見の範囲内で

の傾向を述べる。
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神崎型議は、型式設定の項で述べたように、全体

の約 2割程度を体部内函に同心円状の当て具痕跡が

残るものが見られる。また、確認できた口縁部は約 

10点で、いずれもかるく受口状を呈し、口径は約 

20cmで、ある。破片資料からは、全体形状は短腕ある

いは中腕形とみられる。胎土中に金雲母を含み、色

調は淡褐色あるいは褐色を呈するものである。また、

底部を 3点のみ確認したが、黒斑を有するものが 2

点見られた。体部に黒斑を有するものが見られな

かった点から、焼成は縦置きと考えられる。

他の煮炊具については、 f近江型系議J が数量的

に過半を占め、このほかに、美濃産かと思われる

師器繋が報告されている。

前述のとおり、 7世紀から 16世紀までの遺物が混

在し、且つ出土状況も不明であるので、周辺地域に

おける研究成果から類推して煮炊具の状況を整理し

ておく。 8世紀代は、 「近江型系議j が主流を占め、 

9世紀後半代から γ神崎型翠」へと移行しているが、

「近江型系議J も併存する可能性が残る。 γ湖甫系

については、後述する湖南地域での検討結果か

ら考えて、 8世紀から 9世紀のものと見られるが、

破片数から見て、いずれの時期においても煮炊具の

主流を成すものではない、と考えておく。

神崎型奮の消滅期についても資料から時期を断定

するのは難しい。報告書からは、建部域遺跡 2TS 

E 1や 4TSD8などで見られるように、京都系土

師器皿と近江産黒色土器碗が供膳具の主流となる時

期には煮炊具は羽釜が主流となっている。今回実見

した資料でもこの状況は肯定できるので、 11世紀代

の中に神崎型護の消滅時期を想定するのが妥当であ

ろう。

③小結神崎郡は、現時点での資料から見て、 9

世紀後半以降において煮炊具が建部遺跡群と神崎郡

西部では、その様相を異にする。建部遺跡群では、 

8世紀代の γ近江型系饗」から、神崎型護への大き

な変換がみられた。そこには技術的な断絶が見出せ

るが、愛知郡でみたように、神崎型翠に小型に器種

が見られない点からは、小型の護については前代の

系譜を引くものが主流であるといって良いかもしれ

ない。一方で、神崎郡西部は 8世紀代から 9世紀代

で煮沸呉の大きな変化が見られなかった。ここに客

体的に犬上型護が見られる点に注目しておきたい。 

(6)藩生郡

①概要  47遺跡出土遺物の一部を実見した。前論

で挙げた金制寺遺跡、御所内遺跡、森ノ前遺跡に加

え、今回、新たに 6遺跡(馬潟、千僧供古墳群、榎

木立、千僧供廃寺、浅小井、内野)において確認し、

あわせて 9遺跡において出土を確認できた。浅小井、

馬淵の両遺跡からの出土は、包含麗資料や表採資料

で、いずれも犬上型護10点前後である。また、金剛

寺遺跡と御所内遺跡では、出土量の増加を見たが、

包含層資料や表採資料であった。以下で出土量の多

い例について検討する。なお、千僧供古墳群、榎木

立、千僧供廃寺、勧学院の 4遺跡は重複したものな

ので、千僧供遺跡群として検討する。

②検討 千僧供遺跡群ではかなりまとまった量の

犬上型護が出土している。また、包含層出土資料で

はあるが、犬上型賓が 3点確認できた内野遺跡を蒲

生郡内での比較対象として検討したい。

千僧供遺跡群は弥生時代から近世の複合遺跡であ

る。一部の資料が報告されているが、今回実見でき

たものは、その中に含まれない包含層出土の資料で

ある。ここでは、実見した印象を述べる。出土資料

のうち古代の煮炊具は、 「近江型系議J および小護

が点数的には最も多く、犬上型護が約50点出土して

いる。周辺の遺跡において、 8世紀代の煮炊具は

「近江型系饗J が主流となることが判明しているの

で、これを勘案すると 9世紀以降に犬上型棄が用い

られたものと推定できる。また、報告書において京

都系土師器胞と羽釜の共伴例が多く報告されており、

土師器血の年代観から 12世紀には煮炊具の主流を羽

釜が占めることが確認でき、この状況は今回の検討

による印象と整合する。この状況は、日世紀代まで

湖るものと見られ、報告書においても 11世紀台の京

都産系土師器盟と羽釜の共伴例が数例報告されてい

ることと合わせて考えると、当選跡群における羽釜

の出現時期を 11世紀代に求めるのが妥当であろう。

また、 8世紀代後半から 9世紀初頭にかけても、

近隣の老蘇遺跡や金剛寺遺跡、内野遺跡などで「近

江型系議」の出土例が見られる点を参考例としてあ

げておきたい。

かような状況から、消去法的に考えると、千僧供 

53 -



遺跡群においては、� 9世紀から� 10世紀にかけて、

「近江型系議J と犬上型護が共存した、と想定して

おきたい。

内野遺跡は� 8世紀前半代から出現する遺跡で、大

型の倉庫群や道路状遺構が検出されたことで著名な

遺跡である。� 8世紀代には竪穴住居が散在する状況

で、出土資料から「近江型系護」が煮炊具の主流に

あることが、� S H303やSH412、SH629出土資料

によって確認できる。� 9世紀代および10世紀代にお

いては、� S X06、S B007、S D664、� S B520出土

資料から判断して、この傾向は大きくは変化しない

と見られる。これに対して、� SK224に見られるよ

うに、若干料の「南河内型護」の出土を見ており、

客体的に他地域の煮沸具が補完していたものと考え

られる。今回、出土を確認した犬上型護も、同様の

位置付けができる。

当遺跡において「近江型系議」の消滅期を明確に

知ることはできないが、� SK468出土資料を評価す

るならば、� 12世紀には煮沸具の主流は羽釜へと変化

したと見られる。

③小結� 2つの遺跡について検討したが、特に内

野遺跡で見られた状況は、他遺跡の状況と似通った

ものであり、藷生郡の全体的な傾向を示すものと

える。逆に、千僧供遺跡群でのあり方は、当地域の

中では特異なものとして評価できょう。� 

(7)野洲郡@粟由郡@志賀郡
凶

①概要� 54遺跡出土資料の一部を実見した。が、

遺跡数に対して実見した資料は各遺跡数箱程度であ

り他地域の実見資料数に比して少ない。

当地域で在地産タタキ護の出土報告例はない。今

回、木部天神前古墳で� 3点、久野部遺跡で� 2点、赤

野井遺跡、で� 5点と北大津遺跡で� 3点、犬上型奮を見

出した。いずれも包含層出土資料で、向層中には他

の時代の遺物との議入が顕著であり、さらに検討を

加えるのは難しい。ここでは、焔中氏の研究成果

(焔中1996b)と追認できるものであったこと、栗太

郡では� 9世紀代まで� 8世紀代の傾向が継続する可能

性があること、野洲郡においては� 9世紀代には栗太

郡の煮炊具の影響がおよぶ印象を持つこと、錦織遺

跡などで球駒形の議を数点確認したことを付け加え

るに留めておきたい。� 

以上の状況から、確認できた犬上型議は、搬入さ

れたものと想定しておきたい。� 

(8)高畠郡。

①概要高島郡において16遺跡出土資料の一部を
凶

実見したが、遺跡数に対して実見した資料は各遺跡

数箱程度と他地域に比して少ない。在地産タタキ護� 

11の出土が報告されているのは、正伝寺南遺跡と堀}

遺跡、中ノ坊遺跡である。正伝寺南遺跡では、

型翠が� 9世紀代の煮炊具の主流として報告されてい

る。また、中ノ坊遺跡では、高島型護と犬上型護の

出土が数点報告されている。報告されている正伝寺

南遺跡と中ノ坊遺跡で出土点数の増加を見るととも

に、新たに井ノロ遺跡で犬上型護と高島型護を� l点

づっ確認した。また、堀� }II遺跡では報告例以外に在

地産タタキ讃の出土例は確認、できなかった。

②検討 中ノ坊遺跡と井ノ口遺跡は、実見できた

遺物がコンテナ� 1箱ずっと少量であり、且つ出土状

況に恵まれないので、詳細な検討は困難である。以

下では正伝寺南遺跡について検討を行いたい。

正伝寺南遺跡において、� 8世紀代の煮炊具は「近

江型系議J のみならず� γ湖南系議」など、多様な土

器が報告されている。実見資料は包含層資料が中心

となった。その結果、煮炊具の主流は「近江型系

が占める印象を持った。� 9から� 10世紀代につい

ては、報告されている� SDIO. S K27の資料は実見

できなかった。ただし、実見した包含層資料では、

当該期の資料自体が少ないものの、供勝具は回転台

土師器杯が主流であり、 「近江産」緑稀碗@皿と無

紬陶器碗@血および少量の053型式段階の灰紬碗の

を克た。向層の煮炊具の中心が高島型護である

が、� γ北陸系議J や「近江型系護」の破片点数もー

られた。

以上から、� 9世紀後半から10世紀にかけて、

跡では高島型き撃が煮炊具の主流となり、� γ北陸系

護J や「近江型系議J がこれを補完したもの、と想

定しておきたい。

実見資料からは、高島型護の製作技法は犬上型賓

とほぼ同様にあると考えたが、成形に平行タタキを

用いる点が異なる。� 8世紀代の主流を成す近江型護

とは、技術的連続性は見出せない。

③小結 正{云寺南遺跡を中心に検討したが、高島
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型議の分布は大きくは広がらないと見られる。 8世

紀代に「近江型系議」が煮炊具の主流となったのち、 

γ北陸系議j がこれに変わる遺跡が多い印象を受け

た。高島郡においては 9世紀後半代に煮炊具の変化

が起こり、一部で高島型繋が主流となった、と判断

するのが妥当であろう。 

4織現時点でのまとめ

(1)分布状況からの検討

分布状況を理解するために、分布図(図 5)と分布

傾向を示す表(表 4)および国(図的を作成した。 

4および図 6は、古代末においても「近江型系議J

あるいは同小き還を継続して使用する地域が多いため

に分布が突出して克えること、湖南地域の 3郡を一

括したため、 「湖南系議」の分布が限定される傾向

が強調されている点を除き、概ね近江における古代

末の煮炊具の様相を端的に示すものである。

を中心に、非常に限定的な

分布状況を示す。同様に、 も、分布の中心

は不明ながら、分布域は高島郡の一部に限られ、非

常に駿定的な分布状況を示す。

神崎裂鷺は、建部遺跡群を中心に分布するが、分

布域が神崎郡全体に広がらず、郡域を越えて愛知郡

東半部へと広がる点は注自される。しかし、やはり

分布域は限定的であると評価できる。

犬上型讃の分布状況は、他型式のき還に比して明ら

かに違った傾向を示す。分布の中心は犬上郡東半に

求められるが、県内のみならず、近江で生産された

タタキ棄のなかで唯一、山城や大和での出土例が報

されている分布状況は、特異なものと評価できる。

以下では犬上型護の分布状況について、さらに検討

を加えたい。

犬上型護は、犬上郡で煮炊具の主流となるばかり

でなく、愛知郡東半においても同様の状況を示す。

しかし、他地域においては客体的なものであり、そ

の分布は偏在している。

千僧供遺跡群をはじめ、蒲生郡では御所内遺跡な

ど、推定東山道に近い立地の遺跡、での出土例が見ら

れる。愛知郡東半や法勝寺遺跡や久野部遺跡での出

土例も、こうした陸上交通との関わりで理解できる。

犬上郡の琵琶湖に近い遺跡である妙楽寺遺 

跡や松原、内湖遺跡からの出土点数が多い点に注目し

たい。妙楽寺遺跡は宇曽J1!の河口部に位置し、 16世

紀を中心に rj巷湾都市J として繁栄したことで著名

である。古代末においても、宇曽川あるいは内湖を

介して琵琶湖に繋がる立地にあったと推測される。

古代末における同遺跡の評価は定まっていないが、 

9世紀後半から 10世紀には、多量の東海産施紬陶器

が出土しており、後代にみられる港湾機能を有した

可能性が高い。松原内湖遺跡も多量の東海産施粕陶

器や皇朝銭の出土が見られ、内湖を介して琵琶湖の

水運と繋がる港湾機能を有する遺跡である。

今西遺跡、早崎遺跡、出路遺跡、伊庭(高木)遺跡、

南須田(五十)遺跡、浅小井遺跡、木部天神前古墳、

赤野井遺跡、北大津遺跡と、琵琶湖に内海や小河川

で繋がる遺跡において、少量で、はあるが犬上型饗の

出土例が見られる点は、湖上水運との関連性におい

て理解するのが妥当であろう。犬上郡と琵琶湖の対

岸にあたる高島郡において出土例が見られるのも、

湖上水道との関連性を無視しては理解しがたいもの

である。

以上のように、犬上型議は分布の中心域から離れ

るに従い減少する傾向にあり、立つ湖岸部や主要交

通路に隣接した遺跡での出土例が多い事実をどのよ

うに評価すべきであろうか。

以上の分布状況を解釈するならば、犬上型護は、

「商品」として流通した可能性を想定するのもあな

がち無理ではないと考える。 

(2)業炊異の組成からの検討

ここで、在地産タタキ繋が出土した遺跡における

煮炊具の様相を整理しておきたい。

伊香型警は、井口遺跡群において煮炊具の主流と

なるが、口径がほぼ同じながら長胴形で平底の守じ

陸系議J と共存している。さらに、小議が煮炊具に

加わり、周囲の遺跡よりも器種が豊富である。

神崎型護は、建部遺跡郡において煮炊具の主流と

なるが、ほぼ同じ口径の γ近江型系饗j と共存して

おり、 「近江型系小議J を加えた煮炊具の器種は比

較的豊富である。

高島型護は、正{云寺南遺跡において煮炊具の主流

を成すが、ここでも口径のほぼ閉じながら長胴形で

平底の「北陸系饗J と共存している。
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表 2 8世紀代'""-Jg世紀前半の各都別の様相

従� 主!従�  i主

近江系� IX 

その佑

i

近江系
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ιπ 

井口遺跡� 

木関遺跡 毘置前遺跡

御禽遺跡

図3 8世結から� 9世紀前半の煮炊呉



表� 3 9世紀後半--10世紀代の各都別の様相

伊香・浅井郡� 坂田郡� 上郡 愛知郡 |神崎郡 蒲生郡� 野洲・栗太・志禦郡|高島郡i l i i l

護

小護� 
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犬上型 北韓系 犬上型 犬上型

近江系� × 近江系

従

高島

湖甫型・ 型・犬� 
× 犬上型 南河内型 神崎型 近江系 犬上型 近江系 近江系� × 、湖南型 犬上型 北陸型 上型� 
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宵語仁二〈

焔闇廃寺

森ノ前遺跡� 

正伝寺南遺跡� 

8K224 

井口選跡
鴨由連跡� 

内野選跡 畑田鹿寺

図4 9世紀後半から10世紀の煮炊異
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犬上型饗が搬入された地域においても、系譜の異

なる煮炊具との共存が確認できる。愛知郡東半にお

いては、犬上型護が煮炊具の主流を成すが、ほぼ同

形の神崎型翠と短腕形の「南河内型護」がこれを補

完し、� rJ5:江型系ノJ'護j で煮炊具が構成されている� o 

l点、のみだが、これに美濃産の可能性があるロクロ

成形の警が見られることから、さらに長腕@中腕形

の器種が増加する可能性があり、煮炊具の器種は豊

富である。

千僧供遺跡群は、犬上型護が主流となるものの、

口径がほぼ同じ� r近江型系議J がともに用いられ、

小奮を加えると煮炊具の器種が地域内では豊富であ

ると判断できる。

これとは反対に、犬上型蜜は� r近江型系小護J と

のセット関係が、分布の中心にある犬上郡東半にお

いて、ほほ煮炊具の全体を占める可能性が高い。

以上から、在地産タタキ護が一定量みられる遺跡

においては、煮炊具の器種が地域内で豊富な例が多

い、と判断できる。そうした状況の中で、犬上郡東

半は、煮炊具において特異な例と認識できる。

煮炊具の器種構成からどういったことが分かる得

るのかについては、同地の土器様相全体の中で評価

されるべきものである。以下では、古代末に前代の

煮炊具と技術的連続性を持たず、突如として出現す

る在地産タタキ護を解釈するために、さらに視野を

広げて検討して行きたい。

(3)製作技法からの検討

製作技法については、各型式とも成形にタタキを

用いる点を評価し、前段階と異なったものと評価し

た。しかし、 「近江型系議J と「海南楚」は、底部

の成形に部分的にタタキを用いる点を考えるならば、

成形に用いるタタキをもって技術的な断絶と評価し

た本論は、多分に予察的なものである、とせねば成

らない。

焼成方法については、前代の「近江型護」が縦置

きの開放窯で焼成された可能性が畑中氏によって指

捕されている。私も実見資料から、この見解を支持

する。在地産タタキ護のうち、実見において焼成方

法が断片的ながら偶えるのは、犬上型饗と神崎型議

のみである。

犬上型護は、今回検討した資料中でも、体部に黒

斑が見られるものが少量ながら確認できた。前論で

指摘した、横置き焼成の可能性が高いといえる。

一方、神崎型撃は、前述したように少数ながら底

部に黒斑の見られるものがあった。これは、焼成方

法が「近江型饗J と同様のものである可能性が考え

られる。

以上、在地産タタキ護を前代の奮と比較しながら

整理したが、古代における煮炊具の製作技術は改め

て検討が必要である事実を記しておきたい。

(4)他地域における在地盤タタキ饗との比較

丹波@丹後@但馬において在地産タタキ護の出土

が報告され、 9世紀代の所産とされている(原山� 

1996)0同時期の煮炊具は多様性に富むことが指摘

されているが、各地域ごとの煮炊具の器種について

は整理されているものの、それぞれの系譜や

搬入関係については整理が行われていない。

播磨においては、池田征弘氏の研究によれば(池

田1996)、10世紀前半代に� γ在地産タタキ護」が東

播磨北部に出現するが、これは前代の煮炊具と技術

的な連続性は見出せないものとされる。また、これ

と同時期に、在地産のタタキ成形の羽釜がみられ、

両者は共存関係にあるともに、地域内での中心的煮

炊具となっている。

讃岐では、四臨全般を対象とした佐藤竜馬氏の研

究(佐藤1996)によれば、在地産タタキ寵(文中では

鍋)は12世紀に羽釜とともに出現する、� γ中世的な

器穣」と位置付けられ、近江の例とは時期的に大き

く隔たるものである。

平安京における煮炊具については、小森俊寛氏の

研究(小森1996)、三好美穂氏の研究(三好1996)によ

ると、長岡京において若干の「タタキ護j が見られ

るが、量的に増加を見るのは平安京に遷都してから

である。� rタタキ護J の中にも様々な器形がみられ

るとともに、その他の成形技法による翠にも様々な

器形が見られ、おおよそ� 9世紀代を通じて見られる

ようである。

他地域について概観してきたが、近江に比較でき

得る資料は見出せなかった。強いて言うならば、近

江における在地産タタキ護の形状は、前代の在地の

ものよりも平安京に類似する傾向がある、と想定で

きる。� 
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凡例 51---21 --50 11---20 1 --10 

。。。。
伊香型坂田型犬上型神崎型。輪。

図 5 近江における在地産タタキ饗分布図 
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3 

表� 4 在地産タタキ塁審の型式と出土地域� 

Z番浅井|坂田郡 |犬上郡 |愛知郡 |神崎郡 |滞生郡 122r太 !高島郡 i計

北陸系

伊香型

坂田型

犬上製� I o. 0.5 
神崎製� I I I 0.51 1 
近江系� i 51 1 1 1 11 o. 
海南型

高島型

5 2. 51 2. 51 21 3. I 31計� 1.5 

凡例:主力器種� 1点、客体的ではあるが存をするも仰.5点として算出した。
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回� 6 古代末における近江の業炊異分子主図� 
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本稿でいい得ることは、近江において煮炊呉の多

様性を見出したが、これが前代と連続しない点を評

するならば、やはり外部地域からの技術的影響を受

けたと考えるのが自然であろう。他地域を概観した

中では、その候補として平安京を想定するのが現時

点、では妥当であろう。� 

5. おわりに

以上の検討の結果を整理するならば、� 4点に要約

できる。� 

① 古代末の近江に出現する在地産タタキ護は、

現時点では伊香型・坂田型・犬上型@神崎型@高島

型の� 5種に大別でき、� 9世紀後半から10世紀の所産� 

である可能性があること。� 

② それぞれ前代の煮炊具と技術上の断絶が見ら

れる可能性があること。� 

③ 伊香型・坂田型@神崎型@高鳥型は限定的な

分布状況にあり、地域内で他の煮炊具と共存関係に

あること。� 

④ 犬上型議は、分和の中心域での煮炊具の様相

が他型式のものと異なるとともに、分布状況も大き

く異なること。

以上にまとめられるが、小地域での土器様相の整

理という基本的な作業も必要である、との認識で本

論を執筆した。

前論執筆後、� γ護の破片一つで何が分かるという

のか」という叱責を受け、私自身、大いに考え込む

ところがあった。そんな中、 「何とか再収納業務の

研究面からの成果を」との要望を受けて、急逮本論

に取り掛かることとなった。� rできるだけ多様な視

点から」と意気込むうちに、当初予定していたより

取り止めのない長文となってしまった。本来記すは

ずであった再収納業務で気付いた問題点を述べてお

きたい。本論中で多用した� r包含層J 資料であるが、

便利な概念のせいか、安易に用いられすぎているよ

うである。� γ包含層J にも様々な形成過程が想定で

き、その性格にあった調査方法を慎重に選択すべき

である。また、本論の対象とした年代は、少なくと

も近江においては施粕陶器に依拠する傾向があり、

これを検証する他の要素がほとんど見受けられない。

ゆえに、縮片資料も含めた慎重な年代比定が必要

である。土師器饗は、使い古されれば砕けて壊れて、

捨てられるものだから、なお更である。

末筆ではありますが、本論執筆に多大なご支援を

いただいた辻川哲朗氏、藤崎高志氏、畑中英二氏、

田中勝弘氏、小島孝修氏、神保忠、宏氏、稲垣正宏氏

の諸氏と、再収納第� 3期の諸氏に深く感謝の意を

して本論を締めくくりたい。

(しげおか たく:調査普及課主任技師)

自主

(凡例:滋賀県教育委員会→県、財団法人滋賀県文化財保護

協会→協会 引用文献・参考文献も同じ)

(1) 井口、柏原、柏原北、桜内、保延寺、大海道、華寺、黒

田長山古墳群、黒田長野古墳群、法光寺、西阿問、唐川、
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(2) 田中勝弘氏の御教示による� 
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擁調査報告E 

(4) 報告中では、第10期から第13期の年代観は、須恵器中心

に行ったことが記載されている。しかし、当該時期の施軸

陶器の研究成果(檎崎1973)の影響がある観はぬぐえない。

第14期以降は全面的に檎崎彰一氏の研究に依拠して時期比

定を行っている� 

(5) 東良・北方自中、上平寺、寺林、入江内湖、入江内湖西

野、三大寺、法勝寺、狐塚、長沢、世継、寺倉、塚の越古

墳、西円寺、豊公盟湖岸、大辰巳、室、永久寺、大成亥、
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(6) ほ場整備関連遺跡発掘調査報告班-2 1980 県・協会

田中勝弘氏の御教示による� 

(7) 長浜新J11中小河口i改修事業に伴う発掘調査報告書lV大成

亥遺跡� I.鴨田遺跡回一 2 1996 県・協会 採集資料

として報告されている� 

(8) 坂田型奮の成立の可否子は今後の課題としたい。� 

(9) 長浜新川中小持111改修事業に伴う発掘調査報告書V 大

成亥遺跡rr.鴨田遺跡lV 1997 県・協会� 

(10) 田中氏の御教授によるが、管見ではこの状況を確認でき

る資料が得られなかった。

帥彦根城(城下町)、松原内湖、山之脇、妙楽寺、肥田城、

八坂束、四十九院、在士北、下之郷、足子南、尼子、尼子

西、小JII原、金慮、金屋南古墳群、勝楽寺、外輪古墳群、� 
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雨降野、北海、法養寺、木曽、敏満寺西、久徳 

ω赤田 JII単独河川改修に伴う発掘調査報告書 木曽遺跡 

1999 県・協会 

ω 筆者が調査を実施したが、諸般の都合により十分な報告

を為し得なかったので、ここで捕足説明を加えておく。

同 ほ場整備関係遺跡発掘調査報告 XXV-2 尼子西遺跡 

2 1998 県・協会

同宇曽川災害復旧助成事業に伴う 妙楽寺遺跡盟 1989 

県・協会 

(16) 穏皇、薩摩、慮中寺廃寺、下関部、大日溝、元持、

寺、塔之塚廃寺、毛入堂、自加田廃寺、大関寺、野々日廃

寺、畑田廃寺

(朗報告との対応関係は不明(ほ場整備関係遺跡発掘調査報 

-4 1979 県・協会)

柴原南、黒丸、上出 B、慈恩寺、中屋、小中、老蘇、観音

寺城、観音寺城下町、内野、外広、麻生、堂町、アリヲヲ

ジ、藷生堂、市子、杉ノ木、竹ノ鼻、蛭子田、野田道、風

呂流、森西城、五斗井、北代、十禅師、西明寺、堤ヶ谷 

ω 白鳥川改修工事関連遺跡調査報告 3 千鵠供廃寺遺跡発

掘調査報告書 1991 県・協会 

VI 5 1979 県・協同 ほ場整鏑関連遺跡発掘調査報告書 -

ム一品

側普光寺、芝原、出路、一色城、荘厳寺、殿屋敷城、

寺、斗西、柿堂、鉢光寺、宮の前、小川、伊斑(高木)、南

須田(五十)、中沢、建部日吉、建部大塚古墳群、建部域、

JII浅前、建部北町吉墳群、建部下野、 合寺 

ω 辻野、馬湖、勧学院、千僧供古墳群、援木立、千僧供廃

A 111、御所内、上下、倉橋部、権ノ木、大手前、上出 

111ノ口、柿木県、金醐寺、後 、黒橋、八甲、高木、浅小井、

ω XXN-4ほ場整備関係遺跡発掘鵠査報告書 内野遺跡

工 1997 県・協会 @同 XXV-3 内野遺跡 II 1998 

県・協会 

ω 小比江、湯ノ部、比留間、木部天神前古墳、木部、虫生、

八夫、五条、六条、江部、中北、北村、三堂、富波、久野

部、五之皇、吉身西、横江、金森西、欲賀、欲賀西、山賀、

杉江、今市、霊仙寺、高野、狐塚、小野、椿山古墳、上鈎、

北谷古墳群、大将軍、木瓜原、笠出、赤野井、烏丸崎、横

尾山古墳群、溝ノ尾、中路、惣山、瀬田提寺、野畑、近江

国府、上田上牧、勝華寺、議古墳、穴太野添古墳群、穴太、

穴太飼込古墳群、滋賀虫、北大津、錦織、南郷、崇福寺

凶海津B、薬師堂、仏性寺、弘JIIB、日置前、妙見山、コ

クリュウ寺、井ノ口、下五反田、出鴨 中ノ坊、堀JlI、針

江浜、針江北、新庄城、正{云寺南

側一殻国道161号線(高島バイパス)建設に伴う新旭町内選

跡発掘調査報告書工 正伝寺高遺跡県・協会  1990

側 ほ場整備関係遺跡発掘調査報告V 県・協会 1978

腕 町内湖と生きる』松原内湖展」展示パンフレット 

1993 協会

引用文献

池田笹弘 r摂津西部・播磨J r近江J 古代の土器 4 煮炊具

(近畿縞) 1996 吉代の土器研究会編

尾野馨裕「黒笹第11号窯発摺調査報告書」三好町教育委員会 

1992 

尾野善裕 r猿投窯と富三河の窯跡J 第 1間三河考古合同研究

会三再考古刊行会  1997

北野博苛 γ古代北陸の煮炊具」古代の土器一律令的土器様式

の西・東 4 煮炊具 1996 古代の土器研究会編

小森俊寛「総説」・「各地の煮炊具立大和・山城・近江概

説」古代の土器 4 煮炊具(近畿編) 1996 古代の土器研

究会編

小森俊寛「近畿北部の煮炊具一但馬・丹後・丹波・山城・大

和・近江・伊賀・伊勢・志摩 -J古代の土器一律令的土器

様式の西・東 4 煮炊具 1996 古代の土器研究会編

楢崎彰一「陶磁大系 5 三彩・緑紬J 1973 平凡社

佐藤竜馬「四国の煮炊具」古代の土器一律令的土器様式の

西・東 4 煮炊具 1996 古代の土器研究会縞

「γしEわゆる甲良護」に関する基礎的研究」 滋賀県

文化財だより NO.236 1997 協会

重偶卓  rr湖東系軒丸瓦」の基礎的研究」 紀要11号 1998 

協会

畑中英二 r近江の 9世紀代の土器様相と問題点」北龍古代土

器研究 6 1996a 北陸古代土器研究会

畑中英二「近江」古代の土器 4 煮炊具(近畿編) 1996b 

古代の土器研究会縞

原山充志、「丹波・丹後・但馬f近江j 古代の土器 4 煮炊具

(近畿編) 1996 古代の土器研究会編

三好美穂「都城の煮炊具一藤原京・平城京・平安京一」古代

の土器一律令的土器様式の溜・東 4 煮炊具 1996 古代

の土器研究会編

山田幸弘「南河内」古代の土器 4 煮炊具(近畿繍) 1996 

古代の土器研究会繍

参考文献

『第 4回東海土器考古学フォーラム 鍋と護ーそのデザイン

一J 1996 考古学フォーラム編集部

小森俊寛・上村憲章 r京都の都市遺跡から出土する土器の研

究J r研究紀要』第 3号 1996 京都市埋蔵文化貯研究所

斎藤孝正 r灰粕隅器の研究立 j名古麗大学文学部研究論集』 

104(史学35) 1989 

斎藤孝正 γ東海地方の施紬陶器生産J 古代の土器一律令的土

器様式の酉・東 3 煮炊具1995 古代の土器研究会繍 
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畑中英二「漕くソ 紀要10号 1997 協会

細川修平「古墳時代後期における琵琶湖の水運JrIr物と人』

古墳時代の生産と運搬展J 展示カタログ 1997 安土域考

古博物館

森経「近江地域出土の古代末の土器群についてj中近世土器

の基礎研究NJ 1988 日本中世土器研究会

追記

本論脱稿後、蒲生郡安土町に所在する大中の湖商

遺跡出土資料の一部を実見する機会を得た。同遺跡

は、弥生時代中期の集落跡@水田跡が検出されたこ

とで著名な遺跡である。出土遺跡は弥生土器が過半

を占めるが、古代末の土器群も多く出土している。

これらの内に、犬上型饗の破片約20点を確認した。

共伴資料のうち、比較的年代が近いものとして、多

量の灰紬碗。皿と、京都産および猿投産緑税碗・皿、

「近江産」緑糊碗@盟、緑粒緑彩陶器碗が出土して

いる。当該期の向遺跡は、施稀陶器と須恵器が遺物

の過半を占め、土師器の供謄其や煮炊具がほとんど

見られない。

犬上型饗の出土とあわせ、大中の湖南遺跡の実見

範盟内での特徴を記し、今後の研究を待ちたい。 
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編集後 記

今回は� 8編を数える多数の論文を掲載することができました。内容も、縄文時代から

近世までと各時代の研究論文のほか、普及事業についての報告もあり、バラエティに

んだものとなりました。

埋蔵文化財を取り巻く環境は年々厳しくなってきていますが、我々の調査@研究の成

果をわかりやすくお届けできるよう、今後も様々な形で努力していきたいと思います。� 

(T. K) 
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